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企 一 3 β2一ミクロ グロ ブ リン吸着器リクセルの 開発

鐘淵化学工 業  　医療器事業部

高 田 覚

【開発 の 背景 】β2ミ夘グロブ リン吸着器 リク セル は透析 ア ミロ イ ドーシ スの 原因物質 とされ

て い る β2ミ夘グロブ リンの 吸着器 として 開発された。

こ の 吸 着器 は透析治療 と同時に吸着 を行 うべ く、 直接血液灌流型 と した 。 そ の ため に 血液
へ の 影響な どに つ い て も検討 し 、 吸着体の 設計 を行 な っ た 。 またβ2ミ夘 グロブ リンの 選択的

吸着を達成す るた め に 、 表面細孔径 の コ ン トロ ー
ル とリガ ン ドの選定 を行な っ た 。

【リクセ ル の仕様】

吸着体 として は 、 表面 に リガン ドと して ヘ キサ デ シ ル 基 を化学結合 させ た 、 多孔質 セル ロ

ー
ス ビー ズを採用 した。 また 、 ビーズの径 は血 液の 通過性 と性能 を両立 させ る ため 、 ビー

ズ の 径 を適正かつ 均
一

化 して い る 。 カ ラム 容積は350皿1とし 、 高圧蒸気滅菌 して い る 。

吸着能 および 吸着特性 につ い て も紹介す る 。

企 一 4 重症筋無力症治療用吸着器 メデ ィ ソーバ MG の 開発

（株 ）クラ レ　 メデ ィ カル 事業本部

巾路修 平

　重症筋無力症 （MG ）の 病因物質で あ る抗ア セ チル コ リン 受容体抗体の 中で も 、
　 MG 症 状

の 発現 に 直接 的に 関与す るブ ロ ッ キ ン グ抗 体 （阻 止型抗体）を特 異的 に吸着除去 す る吸着器
メデ ィ ソーバ MG を開発 した 。

　本吸着器 に使 用 して い る吸着材 は、神経伝達物質で あ るア セ チル コ リン の 結合部位で あ
り 、 か つ

、 ブ ロ ッ キ ン グ抗体の 標的部位で もあ るア セ チル コ リン 受容体 ・
α サ ブ ユ ニ ッ ト

タン パ クの ア ミノ 酸配列 183−200 の 部位 をべ 一 ス に設計 した合成ペ プ チ ドを リガ ン ドと

し 、 これ を担体で ある多孔性セル m 一
ス に固定化 した もの で あ る 。

　In　vitro の 吸着実験 、 お よび 臨床試 験 にお ける治療前後の 患者血漿成分の 分析の 結果 、
こ の 吸着材 は ブ ロ ッ キン グ抗体 を特 異的 に吸着 し 、 夏gG 、ア ル ブ ミン な どの 有用 な血漿タ
ン パ クの 非特異的 な吸着は わずか で あ っ た。ま た 、臨床 使用後 の 吸 着器 を回 収 し、吸着材
に 吸着 されて い た物質 を抽 出 して 分析 した結果、ブ ロ ッ キ ン グ抗体 を有効に 吸着 して い る
こ とを確認 した 。 臨床評価 で は 、問題 とな る副作用は な く 、 筋力 、 複視、眼瞼下垂 な どの

症状改善が高率に観察 され 、 MG 治療用の 選択的血 漿成分吸着器 と して の 有用性 が認 め ら
れ た。

　ペ プチ ドを リガ ン ドとす る吸着材は 、

ペ プチ ドの 最適設計に よ り病因物質 だけを特異的
に 吸着除去す る吸着材の 作製が 可能 で ある 。
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